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図3ハノイ市内公立小学校における児童
数.教員数の推移（2005～2015年）
（現地調査により作成）
①スクリーンで課題提示②各自演算
授業は全日制で実施されている。7:45に始業
し，8:00に授業が開始される。教科指導につい
ては，音楽，体育，情報，英語のみ専科教員が
行っていた。午前中には1～4限の授業が行わ
れ，2コマ実施後に休み時間がある。昼には給
食と昼寝の時間が2時間とられ，児童は一時帰
宅してもよい。午後は，5限と6限，休み時
??????????????
蝿塗弼感
霧議
③指名して演算結果をマグ④マグネットシートを黒板
ネットシートに記入に提示し，答え合わせ
図2「10万までの数の筆算」の学習手順
（現地調査により作成）
間，7限目，終わりの会（20分）となってい
て，児童は16:30頃に下校するようになってい
た。また休み時間には，児童は持参した“おや
つ”を自由に食べていた。このほかに持参した
カードゲームで遊ぶ児童，中庭に出て体を動か
す児童の姿もみられた。他方教員は教室で児童
のノートをチェックしていた。
その他の設備面として，給食室での給食準備
の様子を見学した。調理スペースは他のエリア
と完全に仕切られることなく解放されていた。
調理スペースの手前には食材室があり，食材が
置かれていた。調理されたものを大きな器に入
れて配膳スペースに運び，各学級の食缶に移し
ていた。給食の入った食缶や食器は，給食時間
前に各教室前に運ばれていた。調理スペースで
は，水を使って床面や調理器具が洗浄がされて
いた。
2）校内見学
1年生（児童数58人）の教室では，英語の
授業が行われていた。プロジェクターやスク
リーンを用いて，「英語の歌」のアニメーショ
ン動画を視覚教材として使用し，児童全員で英
語の歌を歌う学習がなされていた（写真4)。
どの児童も，視覚教材のモデルを模倣して音楽
に合わせて体を動かしながら，大きな声を出し
て歌っていた。教員の板書は丁寧で，板書全体
が見やすいように工夫されていた。黒板にはマ
ス目があり，マス目に沿って字を書くことがで
きるようになっていた。小学校教員の文字の丁
写真4視覚教材の利用
(筆者撮影）
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寧さは採用基準の一つとなっており，字形や太
さについても細かな規定があるという。大学の
初等教員養成系の学部でも，板書を練習すると
いうことであった。
別の1年生（児童47人）の読書の授業では，
教員が読み聞かせをしていた。授業の実施され
た教室の奥には，教員のための資料閲覧スペー
スがあった。図書やパソコン，机・椅子が置か
れていて，多くの教員がこのスペースを利用し
て教材研究などを行っているということであっ
た。
体育館では；体育の授業で縄跳びの学習が行
われていた。前回し跳びを行っていたが，見学
』
した限りでは児童らは縄跳びに不慣れであっ
た。児童の中に自閉症の児童が1人いて，集団
行動にはなじまず個別に活動する様子があっ
た。ベトナムの小学校には日本のような特別支
援学級はなく，自閉症などの障害をもつ児童も
通常のクラスに在籍して学習しているそうであ
る。
見学後，副校長と意見交換を実施した。そ
のなかで「授業中に落ち着いて座ることので
きない児童はいないのか｡」という質問に対し
て，「自閉症の児童がいて，座ることのできな
い状況があったが，だんだん落ち着いた様子に
なっている。自閉症または気になる児童は，各
学年に20～25人いる｡」という回答であった。
また「1年生ではきれいに字を書くなどの指導
を行っているが，学習についていけない児童は
いないのか｡」という質問に対しては，「学習に
遅れのみられる児童はいる。休み時間などに個
別指導を行っている。1年生に1人，“話せな
い”児童がいたが，今は話せるようになってい
る。」との回答であった。その他に不登校の児
童はいないこと，保護者との連絡を密にしてい
ること，担任が約50人/学級を全てみているこ
と，保護者は学校に全面協力していること，保
護者から苦情があった場合には，校長が保護者
を呼び出して担任との話し合いの場をもち解決
していく方法をとっていること，問題行動やい
じめの問題はあまりみられないことということ
であった。
第41号平成27年38金沢大学人間社会学域学校教育学類教育実践研究
うことで，今後の展開はこれから検討していく
ということであった。この他に文化系のクラブ
活動も行われ，2か月に1回の頻度で成果発表
会が開かれている。
5.A|phaschool(2015年2月5日）
1）学校の概要
ALPHASCHOOLは2013年に開校した私立
学校で，ハノイ中心部から約5km離れた住宅
街に立地している。学校の周囲は，建築年代の
比較的新しい集合住宅が林立する地域である。
開校間もないことから，2015年2月現在は1
年生3学級，2年生2学級のみとなっている。
学校の教育目標として，「自主性｣，「自他への
尊敬｣，「他者への愛」の3点が挙げられてい
た。授業は7：45に開始され，16：00に終了す
る。授業時間は1コマ45分，2コマの授業後15
分の休み時間が設定され，全日制となってい
る。
2015年9月入学生から1学年6学級に増や
す予定である。開校初年度は入学試験に37名
の志願者を得たが，2年目には200人を超え
た。入学試験の面接では保護者も対象となり，
学校の方針を理解してもらった上で入学として
いる。その他の入学試験の内容としては英語
数学，語学，小論文，プレゼンテーションであ
る。保護者の意見よりも，生徒の入学希望を尊
重しているという。教員数は37人で，この内
18名が正規雇用である。非常勤講師のなかに
は大学の教員も含まれている。教員の採用試験
は厳しく，非常勤講師でも採用試験を通過しな
ければならないものとなっている。
生徒指導面においては，各生徒のプロファイ
ルを作成し，それぞれの能力を発揮するための
手立てを講じている。プロファイルの内容は，
一般的な生徒の性格などが記され，特徴的なも
のとして「手相」という項目があった。こうし
た生徒指導に加えて，事務その他授業以外につ
いては，教育関連の民間企業が担っている。
授業について，午前中にベトナム教育省の定
めるカリキュラムに沿って授業している。午後
には，能力に応じた学級編成に組み直して独自
カリキュラムに沿った授業を行い，とくに英
語，数学，国語が重視されている。卒業後は大
学への進学実績の高い高校への進学，シンガ
ポールなどへの海外留学，併設を検討している
高校への進学，3つが主となっている。開校2
年目のため，来年度に最初の卒業生が出るとい
2）授業見学と整理会
ALPHASCHOOLでは中学2年社会科の授
業を見学した。なお見学した授業は通常午前中
に行う授業であった。授業内容はベトナムの中
世史で，17．18世紀の戦争について，生徒の
実施したグループワークの成果発表であった
(写真5）。
授業は冒頭に教員が授業の課題と，進め方を．
説明し，各グループの発表へ移行した。8～10
分の発表で，パワーポイントが用いられた。発
表では，グループメンバーが全員発言する機会
を与えられていた。ベトナム語での発表であ
り，詳細な内容は把握できなかったが，様々な
図表を駆使して聞き手が一目で理解できるよう
な工夫が施されており，日常的にプレゼンテー
ション能力の育成が図られていると考えられ
る。また聞き手となる生徒は，発表者の顔を見
て真剣に聞いていた。そして発表後には発表に
対して質問・コメントの時間が設けられてい
た。質問・コメントのなかには「文字が多い」
など発表方法に関するものや「発表で用いられ
た地図が教科書と違っている」と細かい点を指
摘するなど，集中して聞いていたことが反映さ
れたものであった。この他に特筆すべき点とし
て，ノートの作成方法が挙げられる。その方法
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写真5成果発表の様子
(筆者撮影）



